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(57)【要約】
【課題】Ｘｅガスの放電を利用した可視光発光装置の蛍光体層の材料として有利に用いる
ことができる蛍光体粉末組成物を提供する。
【解決手段】Ｘｅガスの放電により生成する紫外光により励起されて２３０～２６０ｎｍ
の波長範囲にピークを有する紫外光を発光する、特定の酸化マグネシウム焼成物粉末と、
２３０～２６０ｎｍの波長範囲にある紫外光に励起されて可視光の発光を示す蛍光体粉末
とを、酸化マグネシウム焼成物粉末の量が、蛍光体粉末１質量部に対して０．００１～０
．０８０質量部の範囲となる割合にて含む蛍光体粉末組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘｅガスの放電により生成する紫外光により励起されて２３０～２６０ｎｍの波長範囲
にピークを有する紫外光を発光する、下記の（１）～（５）からなる群より選ばれる少な
くとも一種の酸化マグネシウム焼成物粉末と、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にある紫外
光に励起されて可視光の発光を示す蛍光体粉末とを、酸化マグネシウム焼成物粉末の量が
、蛍光体粉末１質量部に対して０．００１～０．０８０質量部の範囲となる割合にて含む
蛍光体粉末組成物：
（１）フッ素を０．０１～１０質量％の範囲にて含有するフッ素含有酸化マグネシウム焼
成物粉末；
（２）塩素を０．００５～１０質量％の範囲にて含有する塩素含有酸化マグネシウム焼成
物粉末；
（３）亜鉛を０．１～３０質量％の範囲にて含有する亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉
末；
（４）γ型酸化アルミニウム粉末と酸化マグネシウム源粉末との粉末混合物を焼成して得
られたアルミニウム含有量が２～３８質量％の範囲にあるアルミニウム含有酸化マグネシ
ウム焼成物粉末；
（５）フッ素をマグネシウム１００モルに対して０．０１～２４モルの範囲の量にて含み
、かつアルカリ金属、マグネシウム以外のアルカリ土類金属、希土類金属、アルミニウム
、亜鉛及びスズからなる群より選ばれる少なくとも一種の補助金属をマグネシウム１００
モルに対して０．０１～３０モルの範囲の量にて含むフッ素と補助金属を含有する酸化マ
グネシウム焼成物粉末。
【請求項２】
　蛍光体粉末が、ＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+、（Ｃａ，Ｓｒ）ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+、Ｓ
ｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+、及びＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2+からなる群より選ばれる少
なくとも一つの基本組成式で表される青色発光蛍光体を含む粉末である請求項１に記載の
蛍光体粉末組成物。
【請求項３】
　蛍光体粉末が、Ｚｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+の基本組成式で表される緑色発光蛍光体を含む粉
末である請求項１に記載の蛍光体粉末組成物。
【請求項４】
　蛍光体粉末が、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+の基本組成式で表される赤色発光蛍光体を
含む粉末である請求項１に記載の蛍光体粉末組成物。
【請求項５】
　交流型プラズマディスプレイパネルの蛍光体層形成用である請求項１に記載の蛍光体粉
末組成物。
【請求項６】
　Ｘｅランプの蛍光体層形成用である請求項１に記載の蛍光体粉末組成物。
【請求項７】
　基体の上に、請求項１に記載の蛍光体粉末組成物を含む蛍光体層が形成されている発光
性積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｘｅガスの放電によって生成する紫外光を利用して可視光を発光させる可視
光発光装置の可視光発光材料として有用な蛍光体粉末組成物に関する。本発明はまた、基
体の上に、上記の蛍光体粉末組成物を含む蛍光体層が形成されている発光性積層体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
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　基体の上に、Ｘｅガスの放電によって生成する紫外光に励起されて可視光を発光する蛍
光体を含む蛍光体層が形成されている発光性積層体と、Ｘｅガスを含む放電ガスとを組み
合わせて、Ｘｅガスの放電によって生成した紫外光により蛍光体を励起して可視光を発光
させる可視光発光装置として、交流型プラズマディスプレイパネル（以下、ＡＣ型ＰＤＰ
ともいう）やＸｅランプが知られている。Ｘｅガスの放電によって生成する紫外光には、
Ｘｅの共鳴線（波長１４６ｎｍ）とＸｅ2の分子線（波長１７２ｎｍ）が含まれる。
【０００３】
　ＡＣ型ＰＤＰは、画像表示面となる前面板と、Ｘｅガスを含む放電ガスが充填された放
電空間を挟んで対向配置された背面板とから構成されている。ＡＣ型ＰＤＰでは、背面板
は、一般に、基板（通常は、ガラス板）と、基板の上に形成されたアドレス電極と、アド
レス電極を被覆する誘電体層と、誘電体層の上に形成された隔壁とからなる積層体を基体
として、その基体の誘電体層表面と隔壁側面の上に蛍光体層が形成された発光性積層体で
ある。背面板の蛍光体層は、隔壁によって青色発光蛍光体層、緑色発光蛍光体層及び赤色
発光蛍光体層の三色の蛍光体層に仕切られており、各色の蛍光体層の蛍光体を励起させる
ことにより発光した青色、緑色、赤色の可視光の組み合わせにより画像を表示する。
【０００４】
　Ｘｅランプは、一般に、管状ガラスやガラス製筐体を基体とし、その内側に蛍光体層を
形成した発光素子内に、放電ガスを充填した構成となっている。Ｘｅランプでは、発光素
子が発光性積層体である。発光素子の蛍光体層は、通常は、青色発光蛍光体、緑色発光蛍
光体及び赤色発光蛍光体を混合した蛍光体混合物から形成されている。
【０００５】
　特許文献１には、ＡＣ型ＰＤＰの蛍光体層に、Ｘｅガスの放電により生成する紫外光に
より励起されて２３０～２５０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する酸化マ
グネシウム結晶体を添加すると、酸化マグネシウム結晶体によって放出された紫外光によ
っても、蛍光体層中の蛍光体が励起されるので、輝度が向上することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１７１６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、Ｘｅガスの放電によって生成する紫外光を利用して可視光を発光させ
る可視光発光装置の蛍光体層の材料として有利に用いることができる、Ｘｅガスの放電に
より生成する紫外光により励起されて、蛍光体を励起し得る紫外光を発光する紫外光発光
材料と、紫外光によって励起されて可視光を発光する蛍光体粉末とからなる、新規な蛍光
体粉末組成物を提供することにある。本発明の目的はまた、上記の蛍光体粉末組成物を含
む蛍光体層を備えた発光性積層体を提供することにもある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、Ｘｅガスの放電により生成する紫外光により励起されて２３０～２６０ｎ
ｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する、後述の酸化マグネシウム焼成物粉末を
、特定の範囲で蛍光体粉末と混合することによって、可視光発光効率の高い蛍光体粉末組
成物が得られることを見出し、本発明を完成させた。
【０００９】
　従って、本発明は、Ｘｅガスの放電により生成する紫外光により励起されて２３０～２
６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する、下記の（１）～（５）からなる
群より選ばれる少なくとも一種の酸化マグネシウム焼成物粉末と、２３０～２６０ｎｍの
波長範囲にある紫外光に励起されて可視光の発光を示す蛍光体粉末とを、酸化マグネシウ
ム焼成物粉末の量が、蛍光体粉末１質量部に対して０．００１～０．０８０質量部の範囲
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となる割合にて含む蛍光体粉末組成物にある。
（１）フッ素を０．０１～１０質量％の範囲にて含有するフッ素含有酸化マグネシウム焼
成物粉末。
（２）塩素を０．００５～１０質量％の範囲にて含有する塩素含有酸化マグネシウム焼成
物粉末。
（３）亜鉛を０．１～３０質量％の範囲にて含有する亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉
末。
（４）γ型酸化アルミニウム粉末と酸化マグネシウム源粉末との粉末混合物を焼成して得
られたアルミニウム含有量が２～３８質量％の範囲にあるアルミニウム含有酸化マグネシ
ウム焼成物粉末。
（５）フッ素をマグネシウム１００モルに対して０．０１～２４モルの範囲の量にて含み
、かつアルカリ金属、マグネシウム以外のアルカリ土類金属、希土類金属、アルミニウム
、亜鉛及びスズからなる群より選ばれる少なくとも一種の補助金属をマグネシウム１００
モルに対して０．０１～３０モルの範囲の量にて含むフッ素と補助金属を含有する酸化マ
グネシウム焼成物粉末。
【００１０】
　本発明の蛍光体粉末組成物の好ましい態様は、次の通りである。
（１）蛍光体粉末が、ＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+、（Ｃａ，Ｓｒ）ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+

、Ｓｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+、及びＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2+からなる群より選ばれ
る少なくとも一つの基本組成式で表される青色発光蛍光体を含む粉末である。
（２）蛍光体粉末が、Ｚｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+の基本組成式で表される緑色発光蛍光体を含
む粉末である。
（３）蛍光体粉末が、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+の基本組成式で表される赤色発光蛍光
体を含む粉末である。
（４）交流型プラズマディスプレイパネルの蛍光体層形成用である。
（５）Ｘｅランプの蛍光体層形成用である。
【００１１】
　本発明はさらに、基体の上に、上記本発明の蛍光体粉末組成物を含む蛍光体層が形成さ
れている発光性積層体にもある。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の蛍光体粉末と酸化マグネシウム焼成物粉末とからなる蛍光体粉末組成物は、後
述の実施例に示すデータから明らかなように、蛍光体粉末単体よりも、波長１４６ｎｍの
紫外光（Ｘｅの共鳴線に相当）及び波長１７２ｎｍの紫外光（Ｘｅ2の分子線に相当）に
よる励起によって発光する可視光の発光輝度が顕著に高くなる。従って、本発明の蛍光体
粉末組成物は、ＡＣ型ＰＤＰやＸｅランプの蛍光体層形成用材料として有利に用いること
ができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の蛍光体粉末組成物は、Ｘｅガスの放電により生成する紫外光により励起されて
２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する紫外光発光材料と、２
３０～２６０ｎｍの波長範囲にある紫外光に励起されて可視光の発光を示す蛍光体粉末と
からなる。
【００１４】
　紫外光発光材料としては、下記の（１）～（５）からなる群より選ばれる少なくとも一
種の酸化マグネシウム焼成物粉末が用いられる。
【００１５】
（１）フッ素を０．０１～１０質量％の範囲にて含有するフッ素含有酸化マグネシウム焼
成物粉末。
　上記フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末のフッ素含有量は、０．０３～５質量％の
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範囲にあることが好ましく、０．０３～３質量％の範囲にあることが特に好ましい。
【００１６】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末は、酸化マグネシウム源粉末を、フッ素源の存
在下、もしくはフッ素含有気体の雰囲気下に焼成することにより製造することができる。
【００１７】
　酸化マグネシウム源粉末としては、酸化マグネシウム粉末、及び加熱により酸化マグネ
シウム粉末を生成するマグネシウム化合物粉末（但し、塩化マグネシウム粉末を除く）を
用いることができる。マグネシウム化合物粉末の例としては、水酸化マグネシウム粉末、
塩基性炭酸マグネシウム粉末、硝酸マグネシウム粉末及び酢酸マグネシウム粉末を挙げる
ことができる。酸化マグネシウム源粉末は、酸化マグネシウム粉末であることが好ましい
。酸化マグネシウム粉末は、純度が９９．９５質量％以上で、ＢＥＴ比表面積が５～１５
０ｍ2／ｇの範囲、特に７～５０ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましく、気相合成法により
製造された酸化マグネシウム粉末であることが特に好ましい。気相合成法とは、金属マグ
ネシウム蒸気と酸素含有気体とを気相中にて接触させ、金属マグネシウム蒸気を酸化させ
て酸化マグネシウム粉末を製造する方法である。
【００１８】
　フッ素源としては、フッ化マグネシウム粉末及びフッ化アンモニウム粉末を用いること
ができる。フッ素源は、純度が９９質量％以上であることが好ましい。フッ素源の存在下
にて、酸化マグネシウム原料粉末の焼成を行なう場合は、焼成を行なう前に酸化マグネシ
ウム原料粉末とフッ素源とを均一に混合しておくことが好ましい。
【００１９】
　フッ素含有気体としては、フッ化水素ガス、フッ化アンモニウム、フッ素含有有機化合
物（ＣＦ4，Ｃ2Ｆ6、Ｃ3Ｆ8等）、あるいはフッ化マグネシウム粉末を加熱して気化させ
たガスを用いることができる。
【００２０】
　フッ素源存在下及びフッ素含有気体雰囲気下での酸化マグネシウム源粉末の焼成温度は
、好ましくは８５０℃以上、より好ましくは９００～１５００℃、特に好ましくは１００
０～１５００℃の範囲である。焼成時間は、好ましくは１０分以上、より好ましくは１０
分～２時間、特に好ましくは２０分～２時間の範囲である。酸化マグネシウム源粉末の焼
成は、例えば、常圧下、昇温速度１００～５００℃／時間の条件で、上記の焼成温度にま
で昇温し、次いで上記の焼成時間焼成した後、降温速度１００～５００℃／時間の条件で
、室温まで冷却することにより行なうことができる。
【００２１】
（２）塩素を０．００５～１０質量％の範囲にて含有する塩素含有酸化マグネシウム焼成
物粉末。
　上記塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の塩素含有量は、０．０１～１０質量％の範
囲にあることが好ましく、０．１～１０質量％の範囲にあることが特に好ましい。
【００２２】
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末は、酸化マグネシウム源粉末を、塩素源の存在下
、もしくは塩素含有気体の雰囲気下に焼成することにより製造することができる。
【００２３】
　酸化マグネシウム源粉末としては、酸化マグネシウム粉末、及び加熱により酸化マグネ
シウム粉末を生成するマグネシウム化合物粉末（但し、塩化マグネシウム粉末を除く）を
用いることができる。マグネシウム化合物粉末の例としては、水酸化マグネシウム粉末、
塩基性炭酸マグネシウム粉末、硝酸マグネシウム粉末及び酢酸マグネシウム粉末を挙げる
ことができる。酸化マグネシウム源粉末は、酸化マグネシウム粉末であることが好ましい
。酸化マグネシウム粉末は、純度が９９．９５質量％以上で、ＢＥＴ比表面積が５～１５
０ｍ2／ｇの範囲、特に７～５０ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましく、気相合成法により
製造された酸化マグネシウム粉末であることが特に好ましい。
【００２４】
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　塩素源としては、塩化マグネシウム粉末及び塩化アンモニウム粉末を用いることができ
る。塩素源は、純度が９９．０質量％以上であることが好ましい。塩素源の存在下にて、
酸化マグネシウム原料粉末の焼成を行なう場合は、焼成を行なう前に酸化マグネシウム原
料粉末と塩素源とを均一に混合しておくことが好ましい。
【００２５】
　塩素含有気体としては、塩化水素ガス、あるいは塩化アンモニウム粉末、塩化マグネシ
ウム粉末、もしくは塩素含有有機化合物（ＣＨＣｌ3、ＣＣｌ4等）を加熱して気化させた
ガスを用いることができる。
【００２６】
　塩素源存在下及び塩素含有気体雰囲気下での酸化マグネシウム源粉末の焼成温度は、好
ましくは８５０℃以上、より好ましくは９００～１５００℃、特に好ましくは１０００～
１５００℃の範囲である。焼成時間は、好ましくは１０分以上、より好ましくは１０分～
２時間、特に好ましくは２０分～２時間の範囲である。
【００２７】
（３）亜鉛を０．１～３０質量％の範囲にて含有する亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉
末。
　上記亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の亜鉛含有量は、０．５～７質量％の範囲に
あることが特に好ましい。
【００２８】
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末は、酸化マグネシウム源粉末と酸化亜鉛源粉末と
を混合して、粉末混合物を得て、次いで得られた粉末混合物を焼成することにより製造す
ることができる。
【００２９】
　酸化マグネシウム源粉末としては、酸化マグネシウム粉末もしくは加熱により酸化マグ
ネシウム粉末を生成するマグネシウム化合物粉末を用いることができる。酸化マグネシウ
ム源粉末は、酸化マグネシウム粉末であることが好ましい。酸化マグネシウム粉末は、純
度が９９．９５質量％以上で、ＢＥＴ比表面積が５～１５０ｍ2／ｇの範囲、特に７～５
０ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましく、気相合成法により製造された酸化マグネシウム
粉末であることが特に好ましい。
【００３０】
　酸化亜鉛源粉末としては、酸化亜鉛粉末、及び加熱により酸化亜鉛粉末を生成する亜鉛
化合物粉末を用いることができる。亜鉛化合物粉末の例としては、水酸化亜鉛粉末、炭酸
亜鉛粉末、硝酸亜鉛粉末、酢酸亜鉛粉末及びシュウ酸亜鉛粉末を挙げることができる。酸
化亜鉛源粉末は、酸化亜鉛粉末であることが好ましい。酸化亜鉛源粉末の純度は９９．０
質量％以上であることが好ましい。
【００３１】
　酸化マグネシウム源粉末と酸化亜鉛源粉末との粉末混合物の焼成温度は、好ましくは８
５０℃以上、より好ましくは９００～１５００℃、特に好ましくは１０００～１５００℃
の範囲である。焼成時間は、好ましくは１０分以上、より好ましくは１０分～２時間、特
に好ましくは２０分～２時間の範囲である。
【００３２】
（４）γ型酸化アルミニウム粉末と酸化マグネシウム源粉末との粉末混合物を焼成して得
られたアルミニウム含有量が２～３８質量％の範囲にあるアルミニウム含有酸化マグネシ
ウム焼成物粉末。
　上記アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末のアルミニウム含有量は、５～３５
質量％の範囲にあることが好ましい。
【００３３】
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末は、γ型酸化アルミニウム粉末と酸化マ
グネシウム源粉末とを混合して、粉末混合物を得て、次いで得られた粉末混合物を焼成す
ることにより製造することができる。
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【００３４】
　酸化マグネシウム源粉末としては、酸化マグネシウム粉末もしくは加熱により酸化マグ
ネシウム粉末を生成するマグネシウム化合物粉末を用いることができる。酸化マグネシウ
ム源粉末は、酸化マグネシウム粉末であることが好ましい。酸化マグネシウム粉末は、純
度が９９．９５質量％以上で、ＢＥＴ比表面積が５～１５０ｍ2／ｇの範囲、特に７～５
０ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましく、気相合成法により製造された酸化マグネシウム
粉末であることが特に好ましい。
【００３５】
　γ型酸化アルミニウム粉末の純度は９９．０質量％以上であることが好ましい。
【００３６】
　γ型酸化アルミニウム粉末と酸化マグネシウム源粉末との粉末混合物の焼成温度は、好
ましくは８５０℃以上、より好ましくは９００～１５００℃、特に好ましくは１０００～
１５００℃の範囲である。焼成時間は、好ましくは１０分以上、より好ましくは１０分～
２時間、特に好ましくは２０分～２時間の範囲である。
【００３７】
（５）フッ素をマグネシウム１００モルに対して０．０１～２４モルの範囲の量にて含み
、かつアルカリ金属、マグネシウム以外のアルカリ土類金属、希土類金属、アルミニウム
、亜鉛及びスズからなる群より選ばれる少なくとも一種の補助金属をマグネシウム１００
モルに対して０．０１～３０モルの範囲の量にて含むフッ素と補助金属を含有する酸化マ
グネシウム焼成物粉末。
　上記フッ素と補助金属とを含有する酸化マグネシウム焼成物粉末は、フッ素の含有量が
マグネシウム１００モルに対して０．０２～１２モルの範囲にあることが好ましく、０．
０２～５モルの範囲にあることが特に好ましい。補助金属の含有量は、マグネシウム１０
０モルに対して０．０２５～２５モルの範囲にあることが好ましく、０．１～５モルの範
囲にあることが特に好ましい。また、補助金属の含有量は、フッ素１モルに対して、０．
２５～５０モルの範囲にあることが好ましく、０．４～３０モルの範囲にあることが特に
好ましい。
【００３８】
　補助金属として用いるアルカリ金属の例としては、リチウム、ナトリウム及びカリウム
を挙げることができる。アルカリ土類金属の例としては、カルシウム及びバリウムを挙げ
ることができる。希土類金属の例としては、イットリウム、セリウム及びガドリニウムを
挙げることができる。補助金属は、一種を単独で使用してもよいし、二種以上を併用して
もよい。
【００３９】
　フッ素と補助金属とを含有する酸化マグネシウム焼成物粉末は、酸化マグネシウム源粉
末と、補助金属のフッ化物の粉末とを混合して、フッ化物を酸化マグネシウム源粉末中の
マグネシウム１００モルに対して０．０５～３０モルの範囲、好ましくは０．１～２５モ
ルの範囲、特に好ましくは０．２～１５モルの範囲となる量にて含む粉末混合物を得て、
次いで得られた粉末混合物を焼成することにより製造することができる。
【００４０】
　補助金属のフッ化物粉末に代えて、補助金属の酸化物粉末又は加熱により金属酸化物に
転化する補助金属の化合物粉末（フッ化物粉末を除く）と、フッ化マグネシウム粉末及び
フッ化アンモニウム粉末からなる群より選ばれる少なくとも一種のフッ化物粉末とを用い
ることができる。すなわち、フッ素と補助金属とを含有する酸化マグネシウム焼成物粉末
は、酸化マグネシウム源粉末と、補助金属の酸化物の粉末又は加熱により金属酸化物を生
成する補助金属のフッ化物以外の化合物の粉末と、フッ化マグネシウム粉末及びフッ化ア
ンモニウム粉末からなる群より選ばれる少なくとも一種のフッ化物粉末とを混合して、補
助金属を粉末混合物中のマグネシウム１００モルに対して０．０５～３０モルの範囲の量
にて、かつフッ化物粉末中のフッ化物を補助金属１モルに対して０．１～１０モルの範囲
の量にて含む粉末混合物を得て、次いで得られた粉末混合物を焼成することにより製造す
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ることもできる。
【００４１】
　酸化マグネシウム源粉末としては、酸化マグネシウム粉末もしくは加熱により酸化マグ
ネシウム粉末を生成するマグネシウム化合物粉末を用いることができる。酸化マグネシウ
ム源粉末は、酸化マグネシウム粉末であることが好ましい。酸化マグネシウム粉末は、純
度が９９．９５質量％以上で、ＢＥＴ比表面積が５～１５０ｍ2／ｇの範囲、特に７～５
０ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましく、気相合成法により製造された酸化マグネシウム
粉末であることが特に好ましい。
【００４２】
　酸化マグネシウム源粉末と混合する補助金属のフッ化物粉末、補助金属の酸化物粉末、
加熱により補助金属の酸化物粉末を生成する化合物粉末、及びフッ化物粉末は、純度が９
９．０質量％以上であることが好ましい。加熱により補助金属の酸化物粉末を生成する化
合物粉末の例としては、補助金属の水酸化物粉末、炭酸塩粉末、重炭酸塩粉末、硝酸塩粉
末、酢酸塩粉末、シュウ酸塩粉末を挙げることができる。
【００４３】
　酸化マグネシウム源粉末と補助金属のフッ化物粉末の粉末混合物、及び酸化マグネシウ
ム源粉末と補助金属の酸化物粉末もしくは加熱により補助金属の酸化物粉末を生成する化
合物粉末とフッ化物粉末との粉末混合物の焼成温度は、好ましくは８５０℃以上、より好
ましくは９００～１５００℃、特に好ましくは１０００～１５００℃の範囲である。焼成
時間は、好ましくは１０分以上、より好ましくは１０分～２時間、特に好ましくは２０分
～２時間の範囲である。
【００４４】
　酸化マグネシウム焼成物粉末は、ＢＥＴ比表面積が０．１～３０ｍ2／ｇの範囲、特に
０．２～１２ｍ2／ｇの範囲にあることが好ましい。
【００４５】
　本発明の蛍光体粉末組成物において用いる蛍光体粉末は、２３０～２６０ｎｍの波長範
囲にある紫外光に励起されて可視光の発光を示す蛍光体からなる。
【００４６】
　青色発光蛍光体の例としては、基本組成式がＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+、（Ｃａ，Ｓｒ
）ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+、Ｓｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+、及びＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2

+で表される青色発光蛍光体を挙げることができる。緑色発光蛍光体の例としては、基本
組成式がＺｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+、（Ｂａ，Ｓｒ，Ｍｇ）Ｏ・αＡｌ2Ｏ3：Ｍｎ2+、ＹＢＯ

3：Ｔｂ3+、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｔｂ3+、ＢａＡｌ12Ｏ19：Ｍｎ2+及びＢａＭｇＡｌ10Ｏ

17：Ｅｕ2+，Ｍｎ2+で表される蛍光体を挙げることができる。赤色発光蛍光体の例として
は、基本組成式がＹＢＯ3：Ｅｕ3+、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+、Ｙ2Ｏ3：Ｅｕ3+及び（
Ｙ，Ｇｄ）2Ｏ3：Ｅｕ3+で表される蛍光体を挙げることができる。蛍光体粉末は一種を単
独で使用してもよいし、二種以上を併用してもよい。
【００４７】
　本発明の蛍光体粉末組成物において、酸化マグネシウム焼成物粉末と蛍光体粉末との配
合割合は、蛍光体粉末１質量部に対して酸化マグネシウム焼成物粉末の量が０．００１～
０．０８０質量部の範囲、好ましくは０．０５～０．０８０質量部の範囲となる割合であ
る。
【００４８】
　本発明の蛍光体粉末組成物は、酸化マグネシウム焼成物粉末と蛍光体粉末とを上記の割
合で混合することによって製造することができる。酸化マグネシウム焼成物粉末と蛍光体
粉末との混合は、湿式法により行なうことが好ましい。
【００４９】
　本発明の蛍光体粉末組成物は、ＡＣ型ＰＤＰやＸｅランプの蛍光体層形成用材料として
有利に用いることができる。すなわち、基体の上に本発明の蛍光体粉末組成物を含む蛍光
体層が形成されている発光性積層体はＡＣ型ＰＤＰの背面板やＸｅランプの発光素子とし
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て有利に用いることができる。
【００５０】
　発光性積層体の蛍光体層は、基体の上に、蛍光体粉末組成物が分散されているペースト
をスクリーン印刷法あるいはリバースコータ、カーテンコータ、ダイコータ、スロットコ
ータなどの各種コータを用いたコーティング法により塗布し、塗布膜を乾燥することによ
り形成することができる。蛍光体層の厚みは、０．１～４０μｍの範囲にあることが好ま
しく、１．０～４０μｍの範囲にあることがより好ましい。
【実施例】
【００５１】
［実施例１］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製、純度：９９．９８質量％、ＢＥＴ比表面積：８．７ｍ2／ｇ）５ｇと、フッ化マ
グネシウム粉末（純度：９９．１％）０．０５ｇとを混合して、粉末混合物を得た。得ら
れた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇
温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度で３０分間焼成した。その後、炉内温
度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積
が１．８１ｍ2／ｇで、フッ素含有量が０．０４９６質量％のフッ素含有酸化マグネシウ
ム焼成物粉末であった。得られたフッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６
ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピー
クを有する紫外光を発光することが確認された。
【００５２】
　ＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末１．００ｇと、上記のようにして製造し
たフッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、イソプ
ロピルアルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した。得ら
れた粉末混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポレータ
に投入し、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られた粉末
混合乾燥物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して蛍光体粉末組成物を
得た。
【００５３】
［実施例２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００５４】
［比較例１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００５５】
［実施例３］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）２５０ｇと、塩化マグネシウム粉末（純度：９９％）５００ｇとを混合して、粉
末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電気炉に入れ
、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温度で３０分間焼成
した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。得られた焼成
物は、ＢＥＴ比表面積が０．５７ｍ2／ｇで、塩素含有量が０．８質量％の塩素含有酸化
マグネシウム焼成物粉末であった。得られた塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波
長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範
囲にピークを有する紫外光を発光することが確認された。
【００５６】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造した塩素含
有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、
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実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００５７】
［実施例４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例３と
同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００５８】
［比較例２］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例３と
同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００５９】
［実施例５］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）５００ｇと、酸化亜鉛粉末（純度：９９．９％）２０ｇとを混合して、粉末混合
物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電気炉に入れ、２４
０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温度で３０分間焼成した。
その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。得られた焼成物は、
ＢＥＴ比表面積が５．７３ｍ2／ｇで、亜鉛含有量が３．０９質量％の亜鉛含有酸化マグ
ネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）であった。得られた亜鉛含有酸化マグネシウム焼
成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６
０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光することが確認された。
【００６０】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして亜鉛含有酸化マ
グネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例１と同
様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６１】
［実施例６］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例５と
同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６２】
［比較例３］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例５と
同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６３】
［実施例７］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）５００ｇと、γ型酸化アルミニウム粉末（住友化学（株）製、高純度アルミナＡ
ＫＰ－Ｇ０１５）２６．３８ｇとを混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物を
アルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００
℃まで上昇させ、次いでその温度で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時
間の降温速度で室温まで冷却した。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が６．０７ｍ2／
ｇで、アルミニウム含有量が２．４８質量％のアルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物
粉末であった。得られたアルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎ
ｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピーク
を有する紫外光を発光することが確認された。
【００６４】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したアルミ
ニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６５】
［実施例８］
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　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６６】
［比較例４］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６７】
［実施例９］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化リチウム粉末（純度：９９．９質量％）０．０３８６ｇとを
混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、
電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度で
３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。
得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．２６ｍ2／ｇで、リチウム含有量がマグネシウ
ム１００モルに対して０．２モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して０．
０９モルのリチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られたリチウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外
光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する
ことが確認された。
【００６８】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したリチウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００６９】
［実施例１０］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７０】
［比較例５］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７１】
［実施例１１］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化ナトリウム粉末（純度：９９．９質量％）０．０６２５ｇと
を混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして
、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度
で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した
。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．２１ｍ2／ｇで、ナトリウム含有量がマグネ
シウム１００モルに対して０．２モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して
０．１０モルのナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られた
ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎ
ｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を
発光することが確認された。
【００７２】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したナトリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７３】
［実施例１２］
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　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７４】
［比較例６］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７５】
［実施例１３］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化カリウム粉末（純度：９９．９質量％）０．４３２ｇとを混
合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電
気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度で３
０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。得
られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．６０ｍ2／ｇで、カリウム含有量がマグネシウム
１００モルに対して０．１モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して０．０
７モルのカリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られたカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光
を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光するこ
とが確認された。
【００７６】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したカリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７７】
［実施例１４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７８】
［比較例７］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００７９】
［実施例１５］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化カルシウム粉末（純度：９９．９質量％）０．０５８１ｇと
を混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして
、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度
で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した
。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が１．３６ｍ2／ｇで、カルシウム含有量がマグネ
シウム１００モルに対して０．５モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して
０．８２モルのカルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られた
カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎ
ｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を
発光することが確認された。
【００８０】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したカルシ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８１】
［実施例１６］
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　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８２】
［比較例８］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８３】
［実施例１７］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化バリウム粉末（純度：９９．９質量％）０．２６１０ｇとを
混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、
電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１２００℃まで上昇させ、次いでその温度で
３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。
得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が１．４９ｍ2／ｇで、バリウム含有量がマグネシウ
ム１００モルに対して１．０モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して１．
９１モルのバリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られたバリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外
光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する
ことが確認された。
【００８４】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したバリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８５】
［実施例１８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８６】
［比較例９］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８７】
［実施例１９］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化アルミニウム粉末（純度：９９．９質量％）０．１２５０ｇ
とを混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をし
て、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温
度で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却し
た。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．９６ｍ2／ｇで、アルミニウム含有量がマ
グネシウム１００モルに対して１．０モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対
して０．４７モルのアルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得
られたアルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長
１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する
紫外光を発光することが確認された。
【００８８】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したアルミ
ニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用い
たこと以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００８９】
［実施例２０］
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　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９０】
［比較例１０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９１】
［実施例２１］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化亜鉛・四水和物粉末（純度：９９．９質量％）０．１３０６
ｇとを混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋を
して、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその
温度で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却
した。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が１．２９ｍ2／ｇで、亜鉛含有量がマグネシ
ウム１００モルに対して０．５モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して０
．０３モルの亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られた亜鉛・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照
射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光することが
確認された。
【００９２】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造した亜鉛・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９３】
［実施例２２］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９４】
［比較例１１］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９５】
［実施例２３］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化スズ粉末（純度：９９．９質量％）０．２３３４ｇとを混合
して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、電気
炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温度で３０
分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。得ら
れた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．８０ｍ2／ｇで、スズ含有量がマグネシウム１００
モルに対して１．０モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して０．０７モル
のスズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られたスズ・フッ素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光を照射したとこ
ろ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光することが確認された
。
【００９６】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したスズ・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９７】
［実施例２４］
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　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例２３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９８】
［比較例１２］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例２３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【００９９】
［実施例２５］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化セリウム粉末（純度：９９．９質量％）０．１４６０ｇとを
混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をして、
電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温度で
３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却した。
得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．９９ｍ2／ｇで、セリウム含有量がマグネシウ
ム１００モルに対して１．０モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対して０．
２６モルのセリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得られたセリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外
光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する紫外光を発光する
ことが確認された。
【０１００】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したセリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０１】
［実施例２６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例２５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０２】
［比較例１３］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例２５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０３】
［実施例２７］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化イットリウム粉末（純度：９９．９質量％）０．２１８０ｇ
とを混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をし
て、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温
度で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却し
た。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が０．９７ｍ2／ｇで、イットリウム含有量がマ
グネシウム１００モルに対して１．０モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対
して１．５２モルのイットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得
られたイットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長
１７２ｎｍの紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有する
紫外光を発光することが確認された。
【０１０４】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したイット
リウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０５】
［実施例２８］
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　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例２７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０６】
［比較例１４］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例２７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０７】
［実施例２９］
　気相合成法により製造された酸化マグネシウム粉末（２０００Ａ、宇部マテリアルズ（
株）製）６．０ｇと、フッ化ガドリニウム粉末（純度：９９．９質量％）０．０７９６ｇ
とを混合して、粉末混合物を得た。得られた粉末混合物をアルミナ坩堝に投入し、蓋をし
て、電気炉に入れ、２４０℃／時間の昇温速度で１３００℃まで上昇させ、次いでその温
度で３０分間焼成した。その後、炉内温度を２４０℃／時間の降温速度で室温まで冷却し
た。得られた焼成物は、ＢＥＴ比表面積が１．１０ｍ2／ｇで、ガドリニウム含有量がマ
グネシウム１００モルに対して０．５モル、フッ素含有量がマグネシウム１００モルに対
して０．５９モルのガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末であった。得
られたガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末に、波長１４６ｎｍと波長
１７２ｎｍの真空紫外光を照射したところ、２３０～２６０ｎｍの波長範囲にピークを有
する紫外光を発光することが確認された。
【０１０８】
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、上記のようにして製造したガドリ
ニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用い
たこと以外は、実施例１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１０９】
［実施例３０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例２９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１０】
［比較例１５］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例２９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１１】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例１～３０と比較例１～１５とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例１６とし
て、蛍光体粉末組成物の製造に使用したＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末に
、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体粉末から放出さ
れる可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大ピーク値を最大
発光輝度として表１に示す。
【０１１２】
　　　　　表１（蛍光体粉末：ＣａＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例１　　　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０６　　　　　　１１５
実施例２　　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１０
比較例１　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例３　　　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１０２　　　　　　１２０
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実施例４　　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１１１
比較例２　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例５　　　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０５　　　　　　１１８
実施例６　　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１２
比較例３　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例７　　　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０３　　　　　　１１３
実施例８　　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１０４
比較例４　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例９　　　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１１２
実施例１０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１０
比較例５　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１１　　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０６　　　　　　１２４
実施例１２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１４
比較例６　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９２
────────────────────────────────────────
実施例１３　　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１１８
実施例１４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０８
比較例７　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１５　　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１９
実施例１６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１１０
比較例８　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１７　　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１１５
実施例１８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０９
比較例９　　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１９　　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０８　　　　　　１２０
実施例２０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１１３
比較例１０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例２１　　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１４
実施例２２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０７
比較例１１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例２３　　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１２
実施例２４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１０７
比較例１２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例２５　　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１７
実施例２６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１２
比較例１３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例２７　　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０４　　　　　　１１９
実施例２８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１１
比較例１４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９９
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────────────────────────────────────────
実施例２９　　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０７　　　　　　１２５
実施例３０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０７　　　　　　１１５
比較例１５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
比較例１６　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例１６の値を１００とした相対値。
【０１１３】
［実施例３１］
　Ｃａ0.5Ｓｒ0.5ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末１．００ｇと、実施例１にて
製造したフッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、
イソプロピルアルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した
。得られた粉末混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポ
レータに投入し、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られ
た粉末混合乾燥物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して蛍光体粉末組
成物を得た。
【０１１４】
［実施例３２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例３
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１５】
［比較例１７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例３
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１６】
［実施例３３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例３にて製造した塩素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施
例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１７】
［実施例３４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例３３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１８】
［比較例１８］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例３３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１１９】
［実施例３５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例５にて製造した亜鉛含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例３
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２０】
［実施例３６］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例３５
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２１】
［比較例１９］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例３５
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と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２２】
［実施例３７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例７にて製造したアルミニウ
ム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２３】
［実施例３８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例３７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２４】
［比較例２０］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例３７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２５】
［実施例３９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例９にて製造したリチウム・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２６】
［実施例４０］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例３９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２７】
［比較例２１］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例３９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２８】
［実施例４１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１１にて製造したナトリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１２９】
［実施例４２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例４１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３０】
［比較例２２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例４１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３１】
［実施例４３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１３にて製造したカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３２】
［実施例４４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例４３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３３】
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［比較例２３］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例４３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３４】
［実施例４５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１５にて製造したカルシウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３５】
［実施例４６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例４５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３６】
［比較例２４］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例４５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３７】
［実施例４７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１７にて製造したバリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３８】
［実施例４８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例４７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１３９】
［比較例２５］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例４７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４０】
［実施例４９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１９にて製造したアルミニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４１】
［実施例５０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例４９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４２】
［比較例２６］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例４９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４３】
［実施例５１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２１にて製造した亜鉛・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４４】
［実施例５２］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
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施例５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４５】
［比較例２７］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４６】
［実施例５３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２３にて製造したスズ・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４７】
［実施例５４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例５３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４８】
［比較例２８］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例５３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１４９】
［実施例５５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２５にて製造したセリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５０】
［実施例５６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例５５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５１】
［比較例２９］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例５５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５２】
［実施例５７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２７にて製造したイットリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５３】
［実施例５８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例５７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５４】
［比較例３０］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例５７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５５】
［実施例５９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２９にて製造したガドリニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５６】
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［実施例６０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例５９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５７】
［比較例３１］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例５９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１５８】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例３１～６０と比較例１７～３１とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例３２
として、蛍光体粉末組成物の製造に使用したＣａ0.5Ｓｒ0.5ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発
光蛍光体粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体
粉末から放出される可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大
ピーク値を最大発光輝度として表２に示す。
【０１５９】
　　　　表２（蛍光体粉末：Ｃａ0.5Ｓｒ0.5ＭｇＳｉ2Ｏ6：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例３１　　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０８　　　　　　１２０
実施例３２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１０６
比較例１７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例３３　　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１０２　　　　　　１１１
実施例３４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１０６
比較例１８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例３５　　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０８　　　　　　１１４
実施例３６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１０
比較例１９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９２
────────────────────────────────────────
実施例３７　　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０４　　　　　　１１３
実施例３８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１３
比較例２０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例３９　　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０３　　　　　　１１０
実施例４０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１１
比較例２１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例４１　　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０５　　　　　　１２２
実施例４２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１２
比較例２２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例４３　　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１１８
実施例４４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０８
比較例２３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例４５　　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０４　　　　　　１１８
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実施例４６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０９
比較例２４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９１
────────────────────────────────────────
実施例４７　　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０４　　　　　　１１７
実施例４８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１２
比較例２５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例４９　　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０６　　　　　　１２３
実施例５０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０６　　　　　　１１５
比較例２６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例５１　　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１１４
実施例５２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０７
比較例２７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例５３　　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１４
実施例５４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１０
比較例２８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９２
────────────────────────────────────────
実施例５５　　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０４　　　　　　１２２
実施例５６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１２
比較例２９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例５７　　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０６　　　　　　１１５
実施例５８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１１２
比較例３０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例５９　　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１２１
実施例６０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１２
比較例３１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
比較例３２　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例３２の値を１００とした相対値。
【０１６０】
［実施例６１］
　ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末１．００ｇと、実施例１にて製造した
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、イソプロ
ピルアルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した。得られ
た粉末混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポレータに
投入し、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られた粉末混
合乾燥物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して蛍光体粉末組成物を得
た。
【０１６１】
［実施例６２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例６
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６２】
［比較例３３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例６
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１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６３】
［実施例６３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例３にて製造した塩素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施
例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６４】
［実施例６４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例６３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６５】
［比較例３４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例６３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６６】
［実施例６５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例５にて製造した亜鉛含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例６
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６７】
［実施例６６］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例６５
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６８】
［比較例３５］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例６５
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１６９】
［実施例６７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例７にて製造したアルミニウ
ム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７０】
［実施例６８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例６７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７１】
［比較例３６］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例６７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７２】
［実施例６９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例９にて製造したリチウム・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７３】
［実施例７０］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例６９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７４】
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［比較例３７］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例６９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７５】
［実施例７１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１１にて製造したナトリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７６】
［実施例７２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例７１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７７】
［比較例３８］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例７１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７８】
［実施例７３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１３にて製造したカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１７９】
［実施例７４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例７３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８０】
［比較例３９］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例７３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８１】
［実施例７５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１５にて製造したカルシウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８２】
［実施例７６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例７５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８３】
［比較例４０］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例７５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８４】
［実施例７７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１７にて製造したバリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８５】
［実施例７８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
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、実施例７７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８６】
［比較例４１］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例７７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８７】
［実施例７９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１９にて製造したアルミニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８８】
［実施例８０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例７９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１８９】
［比較例４２］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例７９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９０】
［実施例８１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２１にて製造した亜鉛・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９１】
［実施例８２］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例８１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９２】
［比較例４３］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例８１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９３】
［実施例８３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２３にて製造したスズ・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９４】
［実施例８４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例８３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９５】
［比較例４４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例８３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９６】
［実施例８５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２５にて製造したセリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９７】
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［実施例８６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例８５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９８】
［比較例４５］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例８５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０１９９】
［実施例８７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２７にて製造したイットリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２００】
［実施例８８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例８７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０１】
［比較例４６］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例８７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０２】
［実施例８９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２９にて製造したガドリニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０３】
［実施例９０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例８９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０４】
［比較例４７］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例８９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０５】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例６１～９０と比較例３３～４７とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例４８
として、蛍光体粉末組成物の製造に使用したＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2+青色発光蛍光体
粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体粉末から
放出される可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大ピーク値
を最大発光輝度として表３に示す。
【０２０６】
　　　　　　表３（蛍光体粉末：ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例６１　　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１０９
実施例６２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１０７
比較例３３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９９



(28) JP 2010-77425 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

────────────────────────────────────────
実施例６３　　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１００　　　　　　１０５
実施例６４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０６
比較例３４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例６５　　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０２　　　　　　１１７
実施例６６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０８
比較例３５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
実施例６７　　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０４　　　　　　１１０
実施例６８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１１０
比較例３６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例６９　　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０３　　　　　　１１５
実施例７０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０７
比較例３７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例７１　　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１２４
実施例７２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１０
比較例３８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例７３　　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１０５　　　　　　１２１
実施例７４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０６
比較例３９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例７５　　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１８
実施例７６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１０９
比較例４０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例７７　　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１１４
実施例７８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１１２
比較例４１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例７９　　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１２２
実施例８０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１３
比較例４２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例８１　　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１００　　　　　　１１７
実施例８２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０５
比較例４３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９２　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例８３　　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１１４
実施例８４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１１１
比較例４４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例８５　　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１２０
実施例８６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１２
比較例４５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例８７　　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０３　　　　　　１１３
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実施例８８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１０
比較例４６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例８９　　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１２１
実施例９０　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１５
比較例４７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
比較例４８　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例４８の値を１００とした相対値。
【０２０７】
［実施例９１］
　Ｚｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+緑色発光蛍光体粉末１．００ｇと、実施例１にて製造したフッ素
含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、イソプロピルア
ルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した。得られた粉末
混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポレータに投入し
、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られた粉末混合乾燥
物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０８】
［実施例９２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例９
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２０９】
［比較例４９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例９
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１０】
［実施例９３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例３にて製造した塩素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施
例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１１】
［実施例９４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例９３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１２】
［比較例５０］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例９３
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１３】
［実施例９５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例５にて製造した亜鉛含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例９
１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１４】
［実施例９６］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例９５
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１５】
［比較例５１］
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　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例９５
と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１６】
［実施例９７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例７にて製造したアルミニウ
ム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１７】
［実施例９８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例９７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１８】
［比較例５２］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例９７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２１９】
［実施例９９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例９にて製造したリチウム・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２０】
［実施例１００］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例９９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２１】
［比較例５３］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例９９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２２】
［実施例１０１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１１にて製造したナトリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２３】
［実施例１０２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１０１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２４】
［比較例５４］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１０１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２５】
［実施例１０３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１３にて製造したカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２６】
［実施例１０４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１０３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
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【０２２７】
［比較例５５］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１０３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２８】
［実施例１０５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１５にて製造したカルシウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２２９】
［実施例１０６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１０５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３０】
［比較例５６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１０５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３１】
［実施例１０７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１７にて製造したバリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３２】
［実施例１０８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１０７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３３】
［比較例５７］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１０７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３４】
［実施例１０９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１９にて製造したアルミニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３５】
［実施例１１０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１０９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３６】
［比較例５８］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１０９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３７】
［実施例１１１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２１にて製造した亜鉛・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３８】
［実施例１１２］
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　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１１１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２３９】
［比較例５９］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１１１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４０】
［実施例１１３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２３にて製造したスズ・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４１】
［実施例１１４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１１３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４２】
［比較例６０］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１１３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４３】
［実施例１１５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２５にて製造したセリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４４】
［実施例１１６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１１５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４５】
［比較例６１］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１１５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４６】
［実施例１１７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２７にて製造したイットリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４７】
［実施例１１８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１１７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４８】
［比較例６２］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１１７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２４９】
［実施例１１９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２９にて製造したガドリニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例９１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
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【０２５０】
［実施例１２０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１１９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５１】
［比較例６３］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１１９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５２】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例９１～１２０と比較例４９～６３とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例６
４として、蛍光体粉末組成物の製造に使用したＺｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+緑色発光蛍光体粉末
に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体粉末から放出
される可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大ピーク値を最
大発光輝度として表４に示す。
【０２５３】
　　　　　　表４（蛍光体粉末：Ｚｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ2+緑色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例９１　　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１２
実施例９２　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１０
比較例４９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例９３　　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１０２　　　　　　１１３
実施例９４　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０９
比較例５０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例９５　　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１１０
実施例９６　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０９
比較例５１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例９７　　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０２　　　　　　１１１
実施例９８　　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０７
比較例５２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例９９　　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０３　　　　　　１１２
実施例１００　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０９
比較例５３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１０１　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１２５
実施例１０２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１１１
比較例５４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１０３　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１０４　　　　　　１１７
実施例１０４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１０９
比較例５５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
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実施例１０５　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０１　　　　　　１１８
実施例１０６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１１０
比較例５６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例１０７　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１５
実施例１０８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１０７
比較例５７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　１００　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１０９　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１２１
実施例１１０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１１２
比較例５８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１１１　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０１　　　　　　１１２
実施例１１２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１０８
比較例５９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１１３　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１９
実施例１１４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１２
比較例６０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１１５　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１１８
実施例１１６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１０７
比較例６１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１１７　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０３　　　　　　１１９
実施例１１８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１０
比較例６２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９２　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１１９　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０７　　　　　　１２３
実施例１２０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０７　　　　　　１１１
比較例６３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
比較例６４　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例６４の値を１００とした相対値。
【０２５４】
［実施例１２１］
　（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+赤色発光蛍光体粉末１．００ｇと、実施例１にて製造した
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、イソプロ
ピルアルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した。得られ
た粉末混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポレータに
投入し、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られた粉末混
合乾燥物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して、フッ素含有酸化マグ
ネシウム焼成物粉末を含む（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+赤色発光蛍光体粉末組成物を得た
。
【０２５５】
［実施例１２２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１
２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５６】
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［比較例６５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１
２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５７】
［実施例１２３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例３にて製造した塩素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施
例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５８】
［実施例１２４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１２
３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２５９】
［比較例６６］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１２
３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６０】
［実施例１２５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例５にて製造した亜鉛含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例１
２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６１】
［実施例１２６］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１２
５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６２】
［比較例６７］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１２
５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６３】
［実施例１２７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例７にて製造したアルミニウ
ム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６４】
［実施例１２８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１２７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６５】
［比較例６８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１２７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６６】
［実施例１２９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例９にて製造したリチウム・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６７】
［実施例１３０］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
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、実施例１２９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６８】
［比較例６９］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１２９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２６９】
［実施例１３１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１１にて製造したナトリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７０】
［実施例１３２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７１】
［比較例７０］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１３１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７２】
［実施例１３３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１３にて製造したカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７３】
［実施例１３４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１３３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７４】
［比較例７１］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１３３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７５】
［実施例１３５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１５にて製造したカルシウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７６】
［実施例１３６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１３５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７７】
［比較例７２］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１３５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７８】
［実施例１３７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１７にて製造したバリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２７９】
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［実施例１３８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１３７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８０】
［比較例７３］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１３７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８１】
［実施例１３９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１９にて製造したアルミニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８２】
［実施例１４０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１３９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８３】
［比較例７４］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１３９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８４】
［実施例１４１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２１にて製造した亜鉛・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８５】
［実施例１４２］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１４１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８６】
［比較例７５］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１４１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８７】
［実施例１４３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２３にて製造したスズ・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８８】
［実施例１４４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１４３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２８９】
［比較例７６］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１４３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９０】
［実施例１４５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２５にて製造したセリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
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以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９１】
［実施例１４６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１４５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９２】
［比較例７７］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１４５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９３】
［実施例１４７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２７にて製造したイットリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９４】
［実施例１４８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１４７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９５】
［比較例７８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１４７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９６】
［実施例１４９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２９にて製造したガドリニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１２１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９７】
［実施例１５０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１４９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９８】
［比較例７９］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１４９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０２９９】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例１２１～１５０と比較例６５～７９とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例
８０として、蛍光体粉末組成物の製造に使用した（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+赤色発光蛍
光体粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体粉末
から放出される可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大ピー
ク値を最大発光輝度として表５に示す。
【０３００】
　　　　　　表５（蛍光体粉末：（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ3：Ｅｕ3+赤色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例１２１　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１０
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実施例１２２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０３
比較例６５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９８
────────────────────────────────────────
実施例１２３　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１０１　　　　　　１１６
実施例１２４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１０
比較例６６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１２５　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０１　　　　　　１０９
実施例１２６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１１２
比較例６７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１２７　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０２　　　　　　１１３
実施例１２８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１０８
比較例６８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１２９　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０３　　　　　　１１３
実施例１３０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１０９
比較例６９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１３１　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０６　　　　　　１２２
実施例１３２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０１　　　　　　１１２
比較例７０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１３３　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１０２　　　　　　１２０
実施例１３４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１００　　　　　　１１０
比較例７１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１３５　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０２　　　　　　１２０
実施例１３６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１１３
比較例７２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１３７　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１５
実施例１３８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１０９
比較例７３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１３９　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０６　　　　　　１２１
実施例１４０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０９
比較例７４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９９　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例１４１　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１６
実施例１４２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１１１
比較例７５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例１４３　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０４　　　　　　１１３
実施例１４４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０２　　　　　　１０９
比較例７６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１４５　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１１８
実施例１４６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１０
比較例７７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９５
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────────────────────────────────────────
実施例１４７　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０４　　　　　　１１９
実施例１４８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１０
比較例７８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９９
────────────────────────────────────────
実施例１４９　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０３　　　　　　１２１
実施例１５０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０３　　　　　　１１５
比較例７９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
比較例８０　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例８０の値を１００とした相対値。
【０３０１】
［実施例１５１］
　Ｓｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末１．００ｇと、実施例１にて製造した
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇとを、イソプロ
ピルアルコール３０ｍＬに投入し、超音波分散して粉末混合物分散液を調製した。得られ
た粉末混合物分散液をマグネティックスターラーにて１時間撹拌した後、エバポレータに
投入し、イソプロピルアルコールを蒸発除去して粉末混合乾燥物を得た。得られた粉末混
合乾燥物をさらに大気雰囲気下、６００℃の温度で１時間加熱して、フッ素含有酸化マグ
ネシウム焼成物粉末を含むＳｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末組成物を得た
。
【０３０２】
［実施例１５２］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１
５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０３】
［比較例８１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１
５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０４】
［実施例１５３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例３にて製造した塩素含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施
例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０５】
［実施例１５４］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１５
３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０６】
［比較例８２］
　塩素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１５
３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０７】
［実施例１５５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例５にて製造した亜鉛含有酸
化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＯ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外は、実施例１
５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０８】
［実施例１５６］
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　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実施例１５
５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３０９】
［比較例８３］
　亜鉛含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実施例１５
５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１０】
［実施例１５７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例７にて製造したアルミニウ
ム含有酸化マグネシウム焼成物粉末（γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以
外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１１】
［実施例１５８］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１５７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１２】
［比較例８４］
　アルミニウム含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１５７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１３】
［実施例１５９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例９にて製造したリチウム・
フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＬｉＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１４】
［実施例１６０］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１５９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１５】
［比較例８５］
　リチウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１５９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１６】
［実施例１６１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１１にて製造したナトリウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＮａＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１７】
［実施例１６２］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１８】
［比較例８６］
　ナトリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１６１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３１９】
［実施例１６３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１３にて製造したカリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＫＦ・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
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【０３２０】
［実施例１６４］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１６３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２１】
［比較例８７］
　カリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１６３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２２】
［実施例１６５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１５にて製造したカルシウ
ム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２３】
［実施例１６６］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外
は、実施例１６５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２４】
［比較例８８］
　カルシウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外
は、実施例１６５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２５】
［実施例１６７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１７にて製造したバリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＢａＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２６】
［実施例１６８］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１６７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２７】
［比較例８９］
　バリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１６７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２８】
［実施例１６９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例１９にて製造したアルミニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＡｌＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３２９】
［実施例１７０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１６９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３０】
［比較例９０］
　アルミニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１６９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３１】
［実施例１７１］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２１にて製造した亜鉛・フ
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ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＺｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３２】
［実施例１７２］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１７１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３３】
［比較例９１］
　亜鉛・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１７１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３４】
［実施例１７３］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２３にて製造したスズ・フ
ッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＳｎＦ2・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと以外
は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３５】
［実施例１７４］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は、実
施例１７３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３６】
［比較例９２］
　スズ・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は、実
施例１７３と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３７】
［実施例１７５］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２５にて製造したセリウム
・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＣｅＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこと
以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３８】
［実施例１７６］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以外は
、実施例１７５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３３９】
［比較例９３］
　セリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以外は
、実施例１７５と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４０】
［実施例１７７］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２７にて製造したイットリ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＹＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いたこ
と以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４１】
［実施例１７８］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１７７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４２】
［比較例９４］
　イットリウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１７７と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４３】
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［実施例１７９］
　フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の代わりに、実施例２９にて製造したガドリニ
ウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末（ＧｄＦ3・ＭｇＯ）０．０１ｇを用いた
こと以外は、実施例１５１と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４４】
［実施例１８０］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．０５ｇとしたこと以
外は、実施例１７９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４５】
［比較例９５］
　ガドリニウム・フッ素含有酸化マグネシウム焼成物粉末の量を０．１０ｇとしたこと以
外は、実施例１７９と同様にして蛍光体粉末組成物を得た。
【０３４６】
［蛍光体粉末の発光輝度の評価］
　実施例１５１～１８０と比較例８１～９５とで製造した蛍光体粉末組成物、及び比較例
９６として、蛍光体粉末組成物の製造に使用したＳｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+青色発光蛍
光体粉末に、波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫外光をそれぞれ照射して、蛍光体粉末
から放出される可視光の発光スペクトルを測定した。得られた発光スペクトルの最大ピー
ク値を最大発光輝度として表６に示す。
【０３４７】
　　　　　　表６（蛍光体粉末：Ｓｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕ2+青色発光蛍光体粉末）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　酸化マグネシウム焼成物粉末　　　　　　　最大発光輝度
　　　　　　─────────────────　────────────────
　　　　　　　種類　　　　　　　　含有量（ｇ）　波長１４６ｎｍ　波長１７２ｎｍ
────────────────────────────────────────
実施例１５１　ＭｇＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１１０　　　　　　１２２
実施例１５２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０８　　　　　　１２０
比較例８１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１５３　ＭｇＣｌ2・ＭｇＯ     ０．０１　　　１０８　　　　　　１１７
実施例１５４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１９
比較例８２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９７　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１５５　ＺｎＯ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０９　　　　　　１１５
実施例１５６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１１１　　　　　　１１１
比較例８３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１５７　γ－Ａｌ2Ｏ3・ＭｇＯ　０．０１　　　１０７　　　　　　１１２
実施例１５８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０６　　　　　　１０９
比較例８４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１５９　ＬｉＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０６　　　　　　１１１
実施例１６０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０６　　　　　　１１３
比較例８５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９２　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１６１　ＮａＦ・ＭｇＯ　　　　０．０１　　　１０５　　　　　　１１８
実施例１６２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０４　　　　　　１１５
比較例８６　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９３　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
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実施例１６３　ＫＦ・ＭｇＯ　　　　　０．０１　　　１１２　　　　　　１１５
実施例１６４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１１０　　　　　　１１６
比較例８７　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９４
────────────────────────────────────────
実施例１６５　ＣａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０９　　　　　　１１０
実施例１６６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０７　　　　　　１１１
比較例８８　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１６７　ＢａＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０６　　　　　　１１２
実施例１６８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０７　　　　　　１１５
比較例８９　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１６９　ＡｌＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１４
実施例１７０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１６
比較例９０　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９５　　　　　　　９６
────────────────────────────────────────
実施例１７１　ＺｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０５　　　　　　１１５
実施例１７２　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１３
比較例９１　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
実施例１７３　ＳｎＦ2・ＭｇＯ       ０．０１　　　１１０　　　　　　１１６
実施例１７４　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０８　　　　　　１１８
比較例９２　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９６　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１７５　ＣｅＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０６　　　　　　１０８
実施例１７６　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０５　　　　　　１１１
比較例９３　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９８　　　　　　　９７
────────────────────────────────────────
実施例１７７　ＹＦ3・ＭｇＯ         ０．０１　　　１０９　　　　　　１１４
実施例１７８　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１１１　　　　　　１１６
比較例９４　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９２　　　　　　　９３
────────────────────────────────────────
実施例１７９　ＧｄＦ3・ＭｇＯ       ０．０１　　　１０７　　　　　　１２０
実施例１８０　同上　　　　　　　　　０．０５　　　１０６　　　　　　１１８
比較例９５　　同上　　　　　　　　　０．１０　　　　９４　　　　　　　９５
────────────────────────────────────────
比較例９６　　なし　　　　　　　　　０　　　　　　１００　　　　　　１００
────────────────────────────────────────
注）最大発光輝度は、比較例９７の値を１００とした相対値。
【０３４８】
　上記表１～６に示す結果から明らかなように、本発明に従う蛍光体粉末組成物は、蛍光
体単独と比較して、Ｘｅガスの放電により生成する波長１４６ｎｍと波長１７２ｎｍの紫
外光、特にＸｅ2の分子線に相当する波長１７２ｎｍの紫外光に対する発光輝度が顕著に
高くなる。
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